
 

コロナ禍が続く中、今年も終わろうとしています。その状況下でも子どもの居場所づくりである 

こども食堂は増え続けて県内では約 100 個所となりました。今年度は群馬県主催のフェアが県内３ヶ所で

行われます。西毛地域では「こども食堂ネットワーク高崎」が受託して行いました。 

最近は日常的にフードドライブの寄付があり、7 年前の当初から大きく変化したと感じています。 

企業や学校などでも「フードドライブ」活動が広がっています。 
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№９ 

「こども食堂ネットワーク高崎」発足 

 

 

全国こども食堂の個所数 

Ｒ４.12.「むすびえ」速報値 

まんまる弁当（毎月１回） 

 

 

 

「こども食堂フェア」西毛地域  

西毛地域にある３４団体のうち実行委員団体が中心となり 

イオンモール高崎で盛大に終えることができました。親子

で楽しめるコーナー、アンケート、フードドライブ、立ち上

げ相談コーナーなどを設けました。楽しい時間でした。 

「こども食堂ネットワーク高崎」 

ぐんまちゃん、ありがとう！ 

主催：群馬県 

「もったいない食品を 

ありがとうの食品へ」 

野菜、食品、日用品、制服、ランド

セルなど多様な寄付があります。 

・個人様より 

・企業様より 

・学校（学生）様より 

・他のフードバンクより 


